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D-77NE
スピーカーシステム
Speaker System

取扱説明書
Instruction Manual

お買い上げいただきまして、ありがとうございます。
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しくお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られる所に保証書とともに大切に保管してください。

Thank you for purchasing an Onkyo product.
Please read this manual thoroughly before making any connections and plugging in your new 
Onkyo product.
Following the instructions in this manual will enable you to obtain optimum performance and 
listening enjoyment from your new product.
Please retain this manual for future reference.
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安全上のご注意

安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。
電気製品は、誤った使いかたをすると大変危険です。あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するため
に、「安全上のご注意」を必ずお守りください。

警告

接続、設置に関するご注意

警告

使用上のご注意

注意

接続、設置に関するご注意

「警告」と「注意」の見かた : 間違った使いかたをしたときに生じることが想定される危険度や損害の程度によって、
｢警告」と「注意」に区分して説明しています。

誤った使いかたをすると、火災・感
電などにより死亡、または重傷を負
う可能性が想定される内容です。

誤った使いかたをすると、けがをし
たり周辺の家財に損害を与える可能
性が想定される内容です。

絵表示の見かた :

記号は「ご注意くださ
い」という内容を表してい
ます。

記号は「～してはいけ
ない」という禁止の内容を
表しています。

記号は「必ずしてくだ
さい」という強制内容を表
しています。

警告 注意

故障したまま使用しない、異常が起きたら
すぐに電源プラグを抜く
0 煙が出ている、変なにおいや音がする
0 本機を落としてしまった
0 本機内部に水や金属が入ってしまった
このような異常状態のまま使用すると、火
災・感電の原因となります。すぐにアンプ
の電源プラグをコンセントから抜いて販売
店に修理・点検を依頼してください。

分解、改造しない
火災・感電の原因となります。
内部の点検・整備・修理は販売店に依頼し
てください。

水蒸気や水のかかる所に置かない、本機の
上に液体の入った容器を置かない
本機に水滴や液体が入った場合、火災・感
電の原因となります。
0 風呂場など湿度の高い場所では使用しない
0 調理台や加湿器のそばには置かない
0 雨や雪などがかかるところで使用しない
0 本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろ

うそくなどを置かない

本機内部に金属、燃えやすいものなど異物
を入れない
火災・感電の原因となります。特に小さな
お子様のいるご家庭ではご注意ください。
0 本機のダクトから異物を入れない

長時間音がひずんだ状態で使わない
アンプ、スピーカーなどが発熱し、火災の
原因となることがあります。

長期間大きな音で使用しない
本機をご使用になる時は、音量を上げすぎ
ないようにご注意ください。耳を刺激する
ような大音量で長期間続けて使用すると、
聴力が大きく損なわれる恐れがあります。

不安定な場所や振動する場所には設置しない
強度の足りないぐらついた台や振動する場
所に置かないでください。本機が落下した
り倒れたりして、けがの原因となることが
あります。

本機の上に物を置かない
バランスがくずれて倒れたり落下して、け
がの原因となることがあります。また、本
機に乗ったりしないでください。

配線コードに気をつける
配線された位置によっては、つまずいたり
引っかかったりして、落下や転倒など事故
の原因となることがあります。
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注意
使用上のご注意

移動時のご注意

はじめてスピーカーをお使いになる前に
0 スピーカーキャビネットは木製ですので、極端な温

度、湿度の変化は本機の性能に影響を与えることがあ
ります。直射日光の当たる場所や、エアコン、加湿
器、風呂場、調理台などの湿度の高い場所に置かない
でください。
0 スピーカーは、平らな場所に設置してください。不安

定な場所に置くと、スピーカーが落下し、音質に影響
を与えることがあります。
0 液体の入った容器を、スピーカーの近くに置かないで

ください。液体がスピーカーにかかった場合は、ス
ピーカーユニットの内部が破損する恐れがあります。
0 濡れた手でスピーカーに触れないでください。

使用上のご注意
0 本機は通常の音楽再生では問題ありませんが、次のよう

な特殊な信号が加えられますと、過大電流による焼損断
線事故の恐れがありますのでご注意ください。
1. FM チューナーが正しく受信していないときのノイズ
2. カセットテープデッキを早送りしたときの音
3. 発振器や電子楽器等の高い周波数成分の音
4. アンプが発振しているとき
5. オーディオチェック用 CD などの特殊な信号音
6. ピンコードなど、接続端子の抜き差し時のショック音
7. マイク使用時のハウリング
0 スピーカーには強力な磁石を採用していますのでドラ

イバー等の金属を近づけないでください。振動板が破
損する原因となります。

設置する際のご注意
本機を設置する際は、付属のコルクスペーサーを必ず使
用して、直接設置面に触れないようにしてください。
コルクスペーサーを使わずに設置すると、長期間接触す
ることにより、本機や設置面に色移り・色落ちが発生す
る場合があります。これらのトラブルが起こった場合
は、保証の対象とはなりません。
0 下記のような製品の上に直接設置した際に、色移り・

色落ちが発生する場合があります。
（製品例）
壁紙、床材、TV 台、ソファー、滑り止めシート、家
電製品のコード、カバー類、その他

テレビやパソコンとの近接使用について
テレビやパソコンに使用されているブラウン管は、地磁
気の影響さえ受けるほどデリケートなので、普通のス
ピーカーを近づけて使用すると、画面に色むらやひずみ
が発生します。
本機は防磁設計ではありません。ブラウン管テレビを本
機の近くでご使用になると、色むらやひずみが生じる場
合があります。そのときは、本機をテレビから離してく
ださい。

音量を上げすぎない
0 突然大きな音が出てスピーカーを破損し

たり、聴力障害などの原因となることが
あります。
0 始めから音量を上げ過ぎると、突然大き

な音が出て耳を傷めることがあります。
音量は少しずつ上げてご使用ください。

キャッシュカード、フロッピーディスクな
ど、磁気を利用した製品を近づけない
磁気の影響でキャッシュカードやフロッ
ピーディスクが使えなくなったりデータが
消失することがあります。

移動時は接続コードをはずす
コードが傷つき火災や感電の原因になります。

本機の上にものを乗せたまま移動しない
本機の上に他の機器を乗せたまま移動しな
いでください。
落下や転倒してけがの原因になります。
グリルネットやスピーカーユニット部を
持って移動させないでください。

持ち運びは２人以上で行なう
本機は非常に重いので、持ち運びは 2 人以
上で行なってください。

機器内部の点検について
お客様のご使用状況によって、定期的に機器内部の掃
除をお勧めします。本機の内部にほこりのたまったま
ま使用していると火災や故障の原因となることがあり
ます。特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より
効果的です。内部清掃については、販売店にご相談く
ださい。

本機のお手入れについて
0 表面の汚れは、中性洗剤をうすめた液に布を浸し、

固く絞って拭き取ったあと乾いた布で拭いてくださ
い。化学ぞうきんなどをお使いになる場合は、それ
に添付の注意書きなどに従ってください。
0 シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機に

かけないでください。塗装が落ちたり変形すること
があります。

音のエチケット
楽しい映画や音楽も、時間と場所
によっては気になるものです。
隣り近所への配慮を十分にしま
しょう。特に静かな夜間には窓を
閉めるのも一つの方法です。
お互いに心を配り、快い生活環境
を守りましょう。
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設置・接続

各部の名前

正面から見て右側のスピーカーを例に説明します。

付属のコルクスペーサーを使う

安定した設置と、よりよい音でお楽しみいただくため、
付属のコルクスペーサーを必ずお使いください。
コルクスペーサーは、図のように本機底面の四隅に貼り
付けてください。

グリルネットの着脱

前面のグリルネットを取りはずすことができます。
グリルネットを取り付けたりはずしたりするときは、次
のように行ってください。

はじめてお使いの場合 : グリルネットとグリルネット
キャッチャーの間に緩衝材（4 個）が挟まっていま
す。全て取りはずしてください。

スピーカの設置

本機は左右対称型となっています。バスレフダクトが向
かって外側となるように設置してください。

ツィーター

グリルネット
キャッチャー

スコーカー

バスレフダクト

ウーファー

グリルネット

キャビネット

入力端子

正面図

側面図

底面

コルク
スペーサー

取り外し 取り付け

 



取りはずし 取り付け

緩衝材
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アンプと接続する

1. 接続前に、アンプのボリュームは出力最小にし、電源
プラグを抜いてください。

2. 本機裏面の入力端子とアンプのスピーカー出力端子
を、スピーカーコードで次の図のように接続してくだ
さい。
0 +（プラス）、－（マイナス）、L（左チャンネル）、

R（右チャンネル）を確認して正しく接続してくだ
さい。
0 スピーカーコードは、本機には付属されていません。

3. アンプの電源スイッチを入れる前に、下記を確認して
ください。
0 スピーカーコードの +（プラス）、

－（マイナス） がショート（接触）して
いないか十分に確認してください。
ショートさせるとアンプが故障する場合
があります。

0 スピーカーコードの +（プラス）、－（マイナス）、
L（左チャンネル）、R（右チャンネル）を間違えな
いでください。極性を間違えると、低音感が損なわ
れて音の定位が定まらなくなります。

0 スピーカーコードを軽く引っ張ってみて確実に接続さ
れているかどうか確認してください。

仕様

0 仕様および外観は予告なく変更することがあります。

スピーカーの定格インピーダンスは 6 Ω です。接続
するアンプは 6 Ω に対応したものをご使用ください。

R（右チャンネル）
スピーカー

L（左チャンネル）
スピーカー

アンプの
スピーカー
出力端子

スピーカーコード
の被覆を先端から
剥がして、芯線を
よじる

端子のネジをゆる
め、穴に差し込む

（スピーカーコー
ドの芯線が完全に
挿入されるまで）

端子のネジを
締める

形式 : 3 ウェイ　バスレフ型

定格インピーダンス : 6 Ω

最大入力 : 150 W

定格感度レベル : 90 dB/W/m

定格周波数範囲 : 30 Hz ～ 50 kHz

クロスオーバー周波数 : 420 Hz, 3.2 kHz

キャビネット内容積 : 59.5 リットル

使用スピーカー 
ウーファー：
スコーカー：
ツィーター：

30cm コーン型
12cm コーン型
4cm コンビネーションドーム型

外形寸法 :
（幅×高さ×奥行）

380(W) × 660(H) × 380(D) mm
（グリルネット、ターミナル突起
部含む）

質量 : 25.5 kg （１台あたり）

ターミナル : 金メッキ真鍮削り出しネジ式
スピーカーターミナル

（バナナプラグ対応）

防磁設計 : 無

付属品 : 取扱説明書（本書）、保証書、
コルクスペーサー（8 個）

その他 : 左右対称型
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ご相談窓口・修理窓口のご案内

販売店の「長期保証」制度にご加入の場合は : 保証の手
続き上、お買い上げになった販売店様での受付けが必要
となります。長期保証期間内の製品は、店頭への修理品
持込みをお願いいたします。

∫お電話による故障判定と、修理受付け

0 意外な操作ミスが故障と思われています。お問い合わ
せの前に取扱説明書をもう一度お調べください。
また弊社ホームページサポート情報にもトラブル解決の
FAQ を掲載していますので、ご参照ください。

0 製品操作のご案内、リモコン等付属パーツのご要望、
その他ご不明な点についても受付けております。
0 スムーズな対応のため、お問い合わせの前に以下の情

報をお調べください。
- 製品の型番
- 接続している他機器
- できるだけ詳しい不具合状況
- ご購入店名
- ご購入年月日

∫メールによる修理お申込み

http://www.jp.onkyo.com/support/servicebase.htm
からお申込みいただけます。

∫お近くの修理拠点へ 持込み をご希望の場合は

下記の URL に全国の修理拠点の案内がございます。
http://www.jp.onkyo.com/support/servicebase.htm

保証書について
保証書の記載事項をご確認ください。また、所定事項を
ご記入いただき大切に保管してください。保証期間内に
万一、故障や異常が生じたときは、保証書をご用意のう
え、上記相談窓口にご相談ください。

保証期間終了後の修理について
修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望
により有料修理いたします。

補修用性能部品の保有期間について
本機の補修用性能部品は、製造打ち切り後、最大 8 年間
保有しています。保有期間経過後でも故障箇所によって
は修理可能な場合がありますので、ご相談ください。

オンキヨーオーディオコールセンター
050-3161-9555

（受付時間：10:00 ～ 18:00 土・日・祝日および弊
社で定める休業日を除きます）

〒541-0041　大阪市中央区北浜二丁目2番22号 北浜中央ビル

製品のご使用方法についてのお問い合わせ先：
オンキヨーオーディオコールセンター
　  050-3161-9555（受付時間 10：00～18：00（土･日･祝日･弊社の定める休業日を除きます））

サポートのご案内、オンラインユーザー登録（＊）：http://www.jp.onkyo.com/support/
（＊）ユーザーの皆様により快適な製品サービスを提供するために、オンラインユーザー登録を行っています。
　　　Ｅメールによる製品サポート情報や製品関連情報のお届け、ONKYO DIRECTオンラインショップからの情報
　　　メールのご案内などのサービスをご利用いただくことができます。
　　　（ご登録いただいたお客様情報は、オンキヨーのサービス以外の目的で使用されることはありません）
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Precautions

Before Using Your New Speakers
0 The speaker cabinets are made out of wood and their 

performance is  therefore sensitive to extreme 
temperatures and humidity. Do not use them in 
locations subject to direct sunlight or in humid places, 
such as near an air conditioner, humidifier, bathroom, 
or kitchen.
0 Place the speakers on sturdy, flat surfaces. Putting 

them on uneven or unstable surfaces where they may 
fall and cause damage will affect the sound quality.
0 Do not keep water or other liquids close to the 

speakers. If a liquid is spilled over them, the internal 
components of the speaker unit may be damaged.
0 Do not handle the speakers with wet or damp hands.

Precautions for use
0 The speakers can handle the specified input power 

when used for normal music reproduction. If they’re 
fed any of the following signals, excessive current may 
flow in the speaker coils, causing burning or wire 
breakage.
1. Interstation noise from an untuned FM radio.
2. Audio from a cassette that’s being fast-forwarded.
3. High-pitched sounds generated by an oscillator, 

electronic musical instrument, and so on.
4. Amplifier oscillation.
5. Special test tones from audio test CDs and so on.
6. Thumps and clicks caused by connecting or 

disconnecting audio cables (always turn off your 
amplifier before connecting or disconnecting 
cables).

7. Microphone feedback.
0 The speakers contain powerful magnets. Do not put 

metal items, such as screwdrivers, close to the 
speakers, as they damage to the tweeter diaphragm.

Precautions during placement
When placing the speakers, always use the supplied cork 
spacers instead of placing the speakers directly onto the 
placement surface.
Placing the speakers without using the cork spacers may 
cause color transfer or color fading of the speakers or 
placement surface after prolonged contact. If these 
problems occur, they are not covered by warranty.
0 Color transfer or color fading may occur if the speakers 

are placed directly onto the following types of 
products.
(example of products)
Wallpaper, floor material, sofas, non-slip sheet, 
household electrical appliance cables, covers, others

Using Close to a TV or Computer
TVs and computer monitors are magnetically sensitive 
devices and as such are likely to suffer from discoloration 
or picture distortion when conventional speakers are 
placed nearby. Note that discoloration can also be 
caused by a magnet or demagnetizing tool that’s too 
close to your TV or monitor.

Care
To maintain the appearance of the speakers, you 
should periodically wipe them with a soft, dry cloth. Do 
not use abrasive cloths, thinners, alcohol, or other 
solvents that may damage the finish.
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Placement and Connections

Names of Parts

The speaker for the right-hand side is used as an 
example to illustrate the product.

Using the Supplied Cork Spacers

Be sure to use the supplied cork spacers for stable bases 
and better-quality sound. 
Attach the cork spacers to the four corners of the bottom 
of the speaker as shown below.

Removing the Speaker Grilles

You can use the speakers either with or without their 
grilles, which can be removed as follows.

At the time of purchase: Four shock absorbing pads 
are fitted between the grille and the grille attachment 
catchers. Remove them all.

Speaker placement

The left and right speakers are bilaterally symmetrical. 
Place them so that, when seen from the front, their bass-
reflex ducts are away from each other.

Tweeter

Grille 
attachment 
catcher

Squawker

Bass-reflex duct

Woofer

Grille

Cabinet

Input terminal

Front view

Side view

Cork 
spacer

Bottom

取り外し 取り付け

 



Remove Attach

shock absorbing pad
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Connecting to an Amplifier

1. Before connecting the speakers, disconnect your 
amplifier’s power cord from the wall outlet and set its 
volume control to minimum.

2. Connect the input terminals on the back of the 
speakers and the speaker output terminal of your 
amplifier with the speaker cables as shown below.
0 To connect the terminals correctly, identify which 

terminals are for L (left channel) and R (right 
channel) and which terminals and cables are + 
(positive) and - (negative).
0 Speaker cables are not supplied with the speakers.

3. Before turning on your amplifier, check the following 
points:
0 Check carefully that the + (positive) 

and - (negative) speaker cables are not 
short-circuited (i.e., not touching each 
other). Short-circuited cables may 
cause damage to your amplifier.

0 Do not mix up + (positive), - (negative) and L (left 
channel), R (right channel) of the speaker cables. 
Doing so may weaken the bass sound, resulting in 
unstable sound localization.
0 Pull the speaker cables lightly to check that they are 

connected firmly.

Specifications

0 Specifications and appearance are subject to change 
for improvement without prior notice.

The speaker’s rated impedance is 6 h. Make sure 
you connect an amplifier that is compatible with a 6 h 
impedance.

Peel the 
insulation off the 
ends of the 
speaker cable 
and twist the core 
wires.

Loosen the 
terminal screw and 
insert the speaker 
cable into the hole 
(until the core wires 
are inserted fully).

Fasten the terminal 
screw.

R (right channel) 
speaker

L (left channel) 
speaker

Speaker 
output terminal 
of your 
amplifier

Type: 3-way bass reflex
Impedance: 6 h
Maximum input power: 150 W
Output sound pressure level: 90 dB/W/m
Frequency response: 30 Hz - 50 kHz
Crossover frequency: 420 Hz, 3.2 kHz
Cabinet capacity: 59.5 L
Speakers

Woofer:
Squawker:

Tweeter:

11-13/16" (30 cm) cone type
4-3/4" (12 cm) cone type
1-9/16" (4 cm) composite 
dome type

Dimensions (W × H × D): 14-15/16" × 26" × 14-15/16"
(380 × 660 × 380 mm)
(incl. grille and projection)

Weight (per speaker): 56.22 lbs. (25.5 kg)
Terminal: Gold-plated machined brass 

screw terminals
(Banana type supported)

Accessories: Cork spacer × 8
Other: Non-magnetic shielding/

Bilaterally symmetrical design
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